
令和元年6月7日

特定個人情報保護評価書 （リスク対策追加）の公表について

「行政手続 における特定の個人 を識別す るための番号の利用等に関する法律」 （平成25

年法律第27号 ）第27条 の規定等に基づき、特定個人情報ファイルの取扱 いに伴 う特定

個人情報の漏 えい等 を発生 させる リスクを分析 し、その リスクを軽減するための適切な措

置を講 じていることを確認す るため、特定個人情報保護評価を実施 した上、個人情報保護

委員会に 「特定個人情報保護i評価書」 を提 出 し、公表 をしているところです。

このたび、新規 に リスク対策が追加 された新様式 の 「特定個人情報保護評価書」 を、個

人情報保護委員会 に、別紙 のとお り提出 し、公表 しま したのでお知 らせ します。

● マイ ナ ンバー保 護 評価Web個 人 情 報保護 委 員会

http：／／www．PPc．go．jp．／mynumber／



特定個人情報保護評価書（基礎項 目評価書）

日d d 浩d口 ．…d百 ＿

兵庫県建築健康保険組合（以下「当組合」という。）は、適用、保険給付及
び保険料等徴収関係事務において特定個人情報ファイルを取り扱うに当た
り、その取扱いが個人のプライバシー等の権利利益に影響を及ぼしかねな
いことを認識し、特定個人情報の漏えい、その他の事態が発生するリスクを

軽減させるために適切な措置を講じ、もって個人のプライバシー等の権利利
益の保護に取り組んでいることを宣言する。

特記事項

個人情報管理システムは適切な不正アクセス対策を実施 ・専用回線を利用し、通信を暗号化。
・基幹システムと独立した個人番号のデータベースを設置、データを暗号化。 ・システム利用者権
限の設定。

［平成31年1月 様 式2］



1関 連情報

①事務の名称

②事務の概要

③システムの名称

一ド

適用、給付及び徴収関係事務

●

〈制度内容〉

当組合は健康保険法（大正11年 法律第70号 ）並びに行政手続における特定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律（平成25年 法律第27号 、以下「番号法」という。）等に基づき、医療保険の運

営の効率化、給付の内容及び費用の負担の適正化並びに加入者の健康の維持・増進、加入者が受け
る医療の質の向上を図ることを目的としている。

その目的を達成するため当組合では、事業主と被保険者の代表による事業・運営計画の策定、保険
料の徴収、保険給付、診療報酬明細書の内容審査、健康診査や体力づくり等の保健事業、加入者への
広報活動などを行っている。
また、他の医療保険者等と共同して「被保険者等に係る情報の収集又は整理に関する事務」及び「被

保険者等に係る情報の利用又は提供に関する事務」を社会保険診療報酬支払基金（以下「支払基金」と
いう。）に委託することができる旨の規定が健康保険法に盛り込まれ、加入者の資格履歴情報と被保険

者枝番の採番管理、地方公共団体等と情報提供ネットワークシステムを通じた情報照会・提供、加入者
の本人確認に係る事務、その事務処理に必要な情報提供ネットワークシステムに接続する医療保険者

等向け中間サーバー等（以下「中間サーバー等」という。）及び住民基本台帳ネットワークシステムに接
続するためのサーバーの運用・管理を支払基金に一元的に委託することが可能になった。
当組合の加入者は、兵庫県の土木工事業、建築工事業、及び建築の設計監理業の①事業所の従業
者である被保険者及びその被扶養者（一般加入者）、②事業所を退職するまで2ヶ月以上被保険者で

あった期間があり任意に継続加入を申し出た者及びその被扶養者 （任意継続加入者）、で、いずれも後
期高齢者医療保険制度の適用年齢75歳 に到達すると加入者の資格を喪失する。

〈事務内容〉

当組合が行う事務のうち、番号法別表第1の 第2項 「健康保険法による保険給付の支給、保健事業若し
くは福祉事業の実施又は保険料等の徴収に関する事務であって主務省令で定める」事務について、加
入者の個人番号等の特定個人情報を以下の範囲で利用する。
1．適用事務（加入者への保険給付や保険料徴収に当たって適用する資格関係情報等を取り扱う事務）

（1）被保険者資格取得、資格喪失、被扶養者の異動等による資格の認定、資格関係情報変更の事務処
理に係る個人番号の確認及び資格関係情報等の参照
（2）事業所又は加入者から個人番号が入手できない場合や個人番号又は基本4情 報を確認する必要が
ある場合、住民基本台帳法第30条 の9の規定に基づき支払基金を介して地方公共団体情報システム機

構から個人番号や基本4情報を入手（※1）
（3）平成29年5月 以降、情報連携のために加入者の個人番号及び資格関係情報を中間サーバー等に登
録して、被保険者枝番を取得し、資格喪失や異動等の資格関係情報に変更があった場合、中間サー
バー等の登録情報を更新

（4）他の医療保険者等から異動してきた被保険者やその被扶養者の資格認定に当たり確認情報が必要
な場合は、中間サーバー等内で従前に加入していた医療保険者等に情報照会し、資格喪失しているこ
とを確認、また、被扶養者の資格認定に必要な課税証明書や住民票等情報は、情報提供ネットワークシ
ステムを利用して当該情報保有機関に情報照会し確認（※2）

（5）健康保険被保険者証の再発行や高齢受給者証などの発行・管理事務に係る個人番号による対象者
の確認及び資格関係情報等の参照

（6）月額変更、算定、賞与等の標準報酬に係る届出書について資格関係情報等の参照
（※1）地方公共団体情報システム機構からの個人番号入手や基本4情 報入手は、支払基金経由で中間
サーバー等を介して即時照会又はファイルー括照会する。
（※2）従前に加入していた医療保険者等への情報照会は被保険者枝番を用いて支払基金の中間サー
バー等内で行い、情報提供ネットワークシステムを通じた当該情報保有機関への情報照会は、被保険

者枝番を用いて支払基金の中間サーバー等を介して行う。

2．給付事務（加入者への給付決定に係る資格関係情報等を取り扱う事務）

（D傷病手当金、出産育児一時金、埋葬料等の給付に係る届出書に個人番号が記載されている場合の

個人番号の確認及び資格関係情報等の参照
（2）給付金の計算に係る計算条件等の情報索引
（3）給付の決定に当たり給付要件の確認が必要な場合、情報提供ネットワークシステムを利用して他の
情報保有機関に照会し確認（※3）
（4）情報連携のために、加入者の給付関係情報を中間サーバー等に登録

（5）限度額適用認定証等の給付関係証書類や医療費のお知らせ等の発行・管理事務に係る対象者の確
認及び資格関係情報等の参照
（※3）情報提供ネットワークシステムを通じた情報照会・提供は、支払基金を経由して行う。

3．徴収事務（保険料等の徴収に係る資格関係情報等を取り扱う事務）

（D任意継続被保険者の保険料等の計算に係る計算条件等の情報索引
（2）任意継続被保険者の保険料徴収や未納管理、資格喪失時還付金等の保険料徴収に係る事務につ
いて、資格関係情報等の参照

1．健 康保険組 合事 務基幹システム （以下 「基幹システム」という。）

2． 医療 保険者 等向け中間サーバー等 （以下「中間サーバー等」という。）
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IVリ スク対策

i■ 目出臼る特扇’i自贋 睡報1界時 評II憎 泌 謹蕪

く選択肢＞
1）基礎項目評価書

［ 基礎項 目評価書 ］2） 基礎項目評価書及び重点項目評価書
3）基礎項目評価書及び全項目評価書

2）又は3）を選択した評価実施機関については、それぞれ重点項目評価書又は全項 目評価書において、リスク対策の詳細が記載

されている。

ろ■法：超1田 贋 正柔i言ぴ 口 ξ五‘硅i詞i周供5醐 迎 一 一彪囚i：堕i口通障眉閃 問臼部藻■

＜選択肢＞
D特 に力を入れている［ 十分である ］
2）十分である
3）課題が残されている

1－ 一
く選尺野 一
D特 に力を入れている［ 十分である ］
2）十分である
3）課題が残されている

目的外の入手が行われるリ
スクへの対策は十分か

階酒 腸閤麗当 圏岳1
目的を超えた紐付け、事務に
必要のない情報との紐付けが
行われるリスクへの対策は十
分か

権限のない者（元職員、アク
セス権限のない職員等）に

よって不正に使用されるリスク
への対策は十分か

巨厩 是：超1閏贋 ■報図臼i‘’」弓”運画i摺’［㊧委話

委託先における不正な使用
等のリスクへの対策は十分か

＜選択肢＞
1）特に力を入れている［ 十分である ］
2）十分である
3）課題が残されている

1」薯藷縄願 ’o・

＜選択肢＞
D特 に力を入れている［ 十分である ］
2）十分である
3）課題が騰大れている

5■窟日1芭閃i謹捌のi誹還 諺i招造爵 聡 ；ぼi膚高曙 翻 湿 ■后記鴎 才偏繊B耀i｝ 司供iヨ提霊■ 匡是8製篭 匡］転1預 ，‘

〈選択肢〉
不正な提供・移転が行われるD特 に力を入れている［ 十分である ］

2）十分であるリスクへの対策は十分か

3■ 陸 ｛自i｝諸製若但1i諺 一 一1錫察〒・■遁ω ㍑蔀 刀

目的外 の入手が行われるリ

スクへの対策は十分か

3）課題が残されていス

醍 翻 庖颯1ロ【顧 ξ3暇i踊 口回ロei言8蝿

く選択肢＞
D特 に力を入れている［ 十分である ］
2）十分である

不正な提供が行われるリスクD特 に力を入れている［ 十分である ］
への対策は十分か2） 十分である

3）言題が残されている

日■島丁口値贋 ■…1邑回 譜 ヨロ三匪

特定個人情報の漏えい・滅 く選択肢＞1）特に力を入れている
失・殿損リスクへの対策は十 ［ 十分である ］2） 十分である

分か3、 課題が残されている

1二■ 荊巨

実施の有無 ［O］ 自己点検 ［O］ 内部監査 ［ ］外部監査

さ輸 帳著罰■函i匠」醗i損日■啓巨

く選択肢＞
D特 に力を入れて行っている従業者に対する教育・啓発 ［ 十分に行っている ］
2）十分に行っている
3）十分に行っていない



変更箇所
z宙園 ：■ ■ ■

平成28年7月1日

11． 特定個人情報ファイル

を取り扱う事務

②事務の概要

■

許 醤 ： ’“詫 ■

〈制度内容〉

〈事務内容〉

（参考）システム開発と特定個人情報保護評価
のスケジュール

轡 誕 詫 ■
〈制度内容〉に取りまとめ機関の支払基金を

通じて他機関との情報連携（情報照会・提供）を
行うことを追加した。

＜事務内容＞1．適用事務、2．給付事務に他

機関への情報照会・提供事務を追加した。
（参考）を削除した。

；｝召］｝
■ ■

事前

ぎ 剴 注 岳

事後で足りるものの任意に事

前に提出

平成28年7月1日

11． 特定個人情報ファイル

を取り扱う事務

③システムの名称
●

健康保険組合事務基幹システム

■

情報連携に係る、「医療保険者等向け中間サー
バー等」を追加した。

■

事前 事後で足りるものの任意に事
前に提出

平成28年7月1日
15． 個人番号の利用

法令上の根拠
■

情報連携に係る、「医療保険者等向け中間サー
バー等」を追加した。「住民基本台帳法」を追加

した。

■

事前 事後で足りるものの任意に事

前に提出

平成31年1月1日 ロ リスク対策

■

IVリ スク対策 Wリ スク対策の記載を追加した。

■

事後

■

■

■

■

■

■

■ ■

■


